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1,はじめに

(1)水道事業の現況              i

本町の水道事業は昭和38年5月に供用開始して以来、すでに46年が経過

しております。豊富で清康な損保川水系に恵まれているため水量的には安定

しており、今回まで効率的な運営と健全な経営に努めてまいりました。

今後、施設整備の計画からも事業経費が増大してまいります。収益面にお

いては、水需要の減少に伴う料金収入の減、並びに安定給水を確保するため

の経費増加による財政状況の悪化により、ここ数年当年度の純損失の発生に

より累積欠損金が生じております。慢性化した現状下においては、今後の水

道事業の健全財政の回復は困難となる状態であります。

(2)水道料金の改定について

地方公営企業法第21条第2項により、「料金は公正妥当なものでなければ

ならず、かっ、能率的な経営の下における適正な原価を基礎とし、地方公営

企業の健全な運営を確保することができるものでなければならない」と規定さ

れております。

本町の水道料金は、昭和56年6月に改定(改定率50。
'9%)さ

れて以来今

日まで2o年間据え置かれております。この問合理的な運営につとめ、健全な

財政を維持継続してまいりました。しかし、近年の社会経済情勢の変化によ

る水需要の減少に伴う料金収入の減収、そして老朽化施設の更新、安全な

水質を維持するための施設整備等に伴う経費の増加など、平成19年度以降

の財政計画において事業の円滑な運営を図つていく上で、料金改定の必要が

生じてまいりました。
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3.経営について

(1)労働生産性について

(2)支払利息について

本町における支払利息の費用に占める割合は、次のとおりです。

項目 / 年 度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

磯員一人当たりの

営業収益(千円)

本町 4島291 56,896 62,23Z 58,212 57,271

経営指標 49,551 50.65召 48.001 40,513

職員一人当たりの

給水人口(人)

本町 2,985 3,66g 4,14も 4,149 4,16紀

経営指標 2,458 2,525 2,593 2,687

職員f人 当たりの

有収水量(甫)

本町 517,074 623,333 683,198 627,992 621,366

鶴営指標 291,713 297,941 304,63電 321,231

機員数 電 8 8 8

本町の水道事業における職員一人当たりの結水人口及び有収水量は、各年度とも

経営指標を上回つて推移しており高い労働生産性を示しております。これは、工場用の

大田使用者により、本町水道事業の損益勘定職員数が少ないことによるものです。

(平成16年度損益勘定職員の比較 本町8人・経営指標16人)

しかし、本町の職員一人当たりの給水人口・有収水量が経営指標に比べかなり高い

値を示しているにもかかわらず営業収益の値が類似しているのは、本町の水道料金

の水準が低いためであります。

項目 / 年 度 平成13年 度 平成14年 度 平成15年 度 平成16年度 平成17年度

支払利息の費用に

占める割合(%)

本町 10.4C 10.00 8,7〔 7.6C 7.30

経営指標 16.77 16,48 15.91 15。17

本野水道事業における支払利息の費用に占める割合をみると、各年度とも経営指標

を下回つて推移している。現時点では問題ないが、施設整備等の財源として企業億の

発行が続いて、今後これに伴う支払利息の増加が見込まれることから企業債の元利

償還金が後年度に与える影響を考慮した適切な起債計画等により、自己資本の充実

に努めていく必要があります。
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(3)給水原価等について

本町水道事業の給水原価及び供給単価の推移と経営指標とを比較すると、次の

とおりです。

項目 / 年 度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

総水原価(円)
本町 94,42 91,66 ０

０ 98.8g 104.34

経営指標 164.98 168.62 167.43 168.61 166.63

供給単価(円)
ホ町 81.48 33.6〔 84,15 83.5t 84,72 84.02

怪営指標 163.23 1650こ 165.2 166.48 164Ⅲ61

供給単価(円)―
給水原価(円)

ホ町 -12.94 -7,9t -3.2t -3.15 -13.97 -20.32

経営指標 -1,73 -3.54 -2,2電 -2.16 -2,02

回収率(%)
ホ町 86.30 9■34 96.28 91.12 86,34 80.53

経営指標 98,95 97.90 98.67 98,72 98179

上表より、本町水道事業における給水原価及び供給単価の関係を見てみると、各年

とも供給単価が給水原価を下回って推移しています。回収率は供給単価と給水原価と

の関係をみるものであり、回収率が100%を 下回つている場合は、給水にかかる費用

が給水収益以外の収益で賄われていることを意味します。回収率が著しく低い場合は、

適正な料金水準を検討する必要があります。

本町水道事業の回収率は、各年度とも100%を 下回つており給水にかかる費用を料

金収入のみによって賄えない状態が続いているので、適性な料金水準を検討する必

要があります。

く参考>経 営指標について              】
社団法人日本水道協会が編集しているもので、地方公営企業
決算状況調査を基礎とし、給水事業における繊況等を給水人日、
規模別及び水源別に類型化し、経営分析に有効な指標として類
型ごとに平均値を示しているものであります。
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4.水 道料金について

(1)基本原則

水道料金は給水サービスの対価として、水造使用者より負担していただくものであります。
できる曝りの費価で安全しかも公平でなければなりません。同時に需要者の要求に充足で
きるものでなくてはなりません。

しかし、十分かつ良質の給水サービスの低簾化ということは、水道事業の健全な発展が
前提要件でなければなりません。施設の維持拡充が適切に行なわれない場合には、給水サ
ービスの最的にも質的にも低下することになります。         ・
水道事業において料金が経営を左右する限り、給水原価を無視した低料金では水道事業

の健全な発展は困難となります。

(2)現行の料金について

①料金体系  ‐

本町水道事業は用途別料金体系を採用し、基本料金は家専用で10高を基本とし、超過
料金は1甫当たり30円となっています。なお、10甫当たりの基本料金は、lヵ月735円 (消
費税含む)となっています。

兵庫県内の水道事業43団体のうち、日径別の料金体系を採つているのは36団体、用途
別の料金体系を採つているのは7団体となつています。

②料金水準

水道料金は能率的な経営の下における適正な原価を基礎として算定するものであり、従
つて料金原価の大きさが直接影響するものであります。
本町水道事業の料金水準をみるため、家事用10甫の水道料金(4月1日現在)を比較す

ると、本町の料金735円 は全国の平均額の1,469円 を大きく下回つており、県内の平均
額li 359円も下回つております。

困みに、県内の最高料金額は2,415円 であり、最低料金額は357日 であります。

(3)近隣市町の料金表(二般家庭)

区分 太子町 たつの市 西播磨 旧新宮町 播磨町 上郡町
10拭 /月 735 787 630 1,680 1,470 1,576

20甫 /月 1,575 1・732 4.478 3,076 2,620 2,310

基本水量(浦) 10

基本料金(円) 700 750 600 1,150 400 800

水量料金

き
陣
明

浦

８

20甫 まで
90円

20nfまで
80円

10甫 まで
45円 舶岬

20甫 まで
70円

40甫 まで
130円

30ntまで
115円

1l nf以上
1 3 3円

20甫まで
1 1 0 円

40甫まで
120円

100Hfまで
180円 |

50nfまで
1 4 0円

30nfまで
120円

41 nf以上
160円

100「fまで
1 6 5円

31甫 以上
140円
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区分 旧香寺町 旧夢前町 姫路市 赤穂市 高秒市
10甫 /月 1,65電 1,450 ｎ

ロ
質
ロ

，
′ 357 556

20Ff/月 3.415 3,320 2,100 829 1,396

基本水量(甫) ，
′

ｎ
ロ 10 10

基本料金(円) 2,200 1.39C 759 340 530

水量料金

30nfまで
160円

50nfまで
178円

20nfまで
135円

30Hfまで
45円

30Ffまで
80円

50甫 まで
1 7 5阿

1 50ntまで
103円

30甫 まで
180円

50Ffまで
6 5円

100甫まで
110円

100甫まで
100円

1 51 nf以上
188円

50甫 まで
220用

300nfまで
70円

101 nf以上
155円

101甫以上
205円

51甫 以上
260円

1000付持景て
75円

(4)料金の沿革について

区分
専用
家事用

共用
家事用

官公学校
病院用

営業用
湯屋

営業用
工場用 臨時用

昭和38年
4月より
(倒設)

基本水量
(1月につき)

10ばまで 10ボまで 30甫 まで 15高 まで 50甫 まで 50戒 まで 10高 まで

基本料金
(円)

350 250 900 450 1,250 1,500 500

超過料金
(1甫につき)

(円)

35 30 30 30 25 25 50

昭和43年
4月より
(改定)

基本水量
(1月につき)

10甫まで 10甫まで 30甫 まで 15甫 まで 50甫まで 50甫 まで 10甫 まで

基本料金

(円)
400 250 900 450 t,250 1,500 500

超過料金
(1甫につき)

(円)
35 30 3 0 30 25 25 50

区分 家事用 業務用 工場用 臨時用

昭和51年
4月より
(改定)

基本水量
(1月につき)

10甫 まで 15甫 まで
300甫

まで

基本料金
(円)

500 750 15,000

超過料金
(l rtにつき)

(円)
55 ５

″
　

５

55 150

昭和56年
6月より
(改定)

基本水量
(1月につ吉)

10消 まで 15高 まで
300甫

まで

基本料金

(円)
700 1,050 21,000

超過料金
(l rtにつき)

(円)
80 35 85 200
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5.水 道料金の算定について

日本水道協会の水道料金算定要領に基づき算定する。

(1)基本的事項

①料金算定期間     平 成19年度から平成23年度までの5か年とする。

②料金算定方法     総 括原価方式

③料金改定の予定時期  平 成20年 1月

④料金体系       単 一基本料金逓増制とする。

③料金値上げ率     33.95  %

(2)給水需要の予測

別紙の給水量のとおり、過去の実績値から落ち込んでいるが、今後の予測とし

て0.38%程 度の伸びを想定している。

(3)営業費用について

①人件費  ｀ 平成19年度現在の職員数8名は、算定期間中も同様とし
費用も変わらないものとする。

②動力費    各 年度平均3%の 値上り分を見込んで算定する。

③薬品費    3年 毎に単価15%の 値上り分を見込んで算定する。

‐④受水費    平 成18年度現在と同量を見込んでいる。

③その他費用  各 年度の想定分を計上する。

③減価償却費  定 額法により、規定どおり計上する。 ｀
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(別紙)

給水量の実績と将来予測

項  目 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

給水人口(人) 33,163 33+199 33,350 33,410 33,495 33,580

給水件数(件) 11,355 11,455 11,555 11,609 モモ,664 119719

総配水量(甫) 6,006.136 5,508,708 5,432,711 5,666,665 5,380,370 5,400,961

有収水量(甫) 5t465,581 5,023,942 4,970,931 5,184,999 4,923.039 4,941,879

一日平均配水量(甫) 16,410 15,092 149884 15,525 14,700 14,797

一日最高配水量(甫) 18,598 18i490 15,458 17,444 16,517 16,626

一日一人平均配水量(2) 495 455 446 464 439 440

有収率 (%) 91.0 91,2 91.5 91.5 91.5 91.5

項  目 平成21年度 平成22年度 平成23年度
平成19年 度～平成23年 度

計 平均

給水人口(人) 33.665 33.750 33.835 168,325 33,665

給水件数(件)
11.774 11.829 11_884 58,870 11,774

総配水量(甫)
5.421.551 5,442.141 546,731 27,107,754 5Ⅲ421,551

有収水量(甫)
4.960.719 4.979.559 4.998.399 24,803,595 ■960,719

一日平均配水量 (高) 14.854 打4.910 14.925 74,186 149837

一日最高配水量(甫)
16.690 16。753 16!770 83,356 16,671

一日一人平均配水量(2) 441 442 442 2,204 441

有収率(%)
91.5 91.5 91_5 457.5 91.5
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7.改定料金について

(1)改定料金(案)
(1が月につき)   (消 費税抜き)

基本料金 (円)

300

使用水量(甫) 従量料金(円)

1甫 ～ lo甫 80

11ば ～ 30ば 90

31ボ ～ 50ば 100

5 1甫 ～ 115
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